
企画競争実施の公示 

2021年2月9日 

独立行政法人 国際観光振興機構 

マニラ事務所 所長 藤内 大輔 

 企画競争について、次の通り公示する。 

 

1. 業務概要 

(1) 業務名 

2021年度フィリピン市場における情報発信事業及びマーケティング事業 

(2) 業務内容 

    フィリピン市場向けのウェブサイト及びソーシャルメディアの運営・管理を行い、

デジタルマーケティングの手法を活用した情報発信を行うことで、フィリピンか

らの訪日旅行者数の増加と旅行消費の拡大促進に向け、観光地としての日本の認

知度の向上、興味関心度の向上を図る。また、マーケティング事業においては、

アウトバウンドの最新市場動向を把握すると共に、旅行会社やメディア等の業界

関係者との関係構築を行い、訪日旅行に関わる最新の情報提供を図る。 

(3) 履行期限 2022年3月31日（木） 

 

2. 企画競争参加資格要件 

(1) 独立行政法人国際観光振興機構契約事務実施細則第26条に規定されている競争参加者制

限に該当しない者。 

○独立行政法人国際観光振興機構契約事務実施細則  

 （競争参加者の制限）  

第 26条  次の各号のいずれかに該当すると認められる者は、競争に参加させることができない。  

(1)  契約を締結する能力を有しない者  

(2)  破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者  

(3)  暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77号）第32条第1項各号に

掲げる者  

(4)  国又は地方公共団体（以下「国等」という。）から指名停止の措置を受けている者  

２ 次の各号のいずれかに該当すると認められる者は、その事実があった後３年以内の期間を定めて

競争に参加させることができない。これを代理人、支配人その他の使用人として使用する者につい

ても、又同様とする。  

(1)  契約の履行に当たり故意に工事、製造その他の役務を粗雑に行い、又は物件の品質若しくは数量

に関して不正の行為をした者  

(2)  公正な競争の執行を妨げた者又は公正な価格を害し、若しくは不正の利益を得るために連合した

者 

(3)  落札者が契約を結ぶこと又は契約者が契約を履行することを妨げた者  

(4)  監督又は検査の実施に当たり職員の職務の執行を妨げた者  

(5)  正当な理由なくして契約を履行しなかった者  

(6)  契約により、契約の後に代価の額を確定する場合において、該当代価の請求を故意に虚偽の事実

に基づき過大な額で行った者  

(7)  前各号のいずれかに該当する事実があった後２年を経過しない者を契約の履行に当たり、代理人、

支配人、その他使用人として使用した者  

３ 前項の規定に該当する者を入札代理人として使用する者を競争に参加させないことができる。  

(2) 過去３年間においてフィリピン共和国（企画競争実施事務所のある国）による法律によ

り罰せられたことがないこと。 

(3) フィリピン共和国において法人登記（個人事業者の場合は、住民登録）がなされている

とともに、法人税等の諸税を滞納していないこと。 

 

3. 手続等 

（1） 実施部署 

国際観光振興機構 マニラ事務所  担当：延川 大樹 

住所:9F, Tower One and Exchange Plaza, Ayala Triangle, Ayala Avenue, Makati City,  

1226 Philippines 



電話：02-5328-2260  Email:daiki_nobekawa@jnto.go.jp 

（2） 企画競争説明書の交付期間、場所及び方法 

2021年2月9日から2月23日17時まで（フィリピン時間、必着）、手交又はEmailによる

交付。 

企画競争説明書の交付を希望する場合は、予め（1）の担当まで事前連絡を行うこと。 

（3） 企画提案書の提出期限、場所及び方法 

2021年2月26日17時まで（フィリピン時間・必着）、(1) に同じ。持参又は郵送（郵

送の場合であっても、提出期限までに必着で、配達記録が証明できるものであること。）

に限る。 

（4） 説明会実施の有無 

無 

（5） 企画提案に関するヒアリングの有無 

    必要に応じて行う場合がある。 

 

4. その他 

（1） 手続において使用する言語及び通貨は日本語又は英語とし、通貨はフィリピン共和国

通貨とする。 

（2） 関連情報を入手するための照会窓口は、3(1)に同じ。 

（3） 企画提案書の作成及び提出に要する費用は、企画提案者側の負担とする。 

（4） 提出された企画提案書は、当該提案者に無断で二次的な使用は行わない。 

（5） 企画提案書に虚偽の記載を行った場合は、当該企画提案書を無効にするとともに、記

載を行った応募者に対して指名停止を行うことがある。 

（6） 特定した提案内容については、機構の情報公開に係る審査基準に基づき、開示請求が

あった場合、あらかじめ「開示」を予定している書類とする。 

（7） 提案を特定された者は、企画競争の実施の結果、最適な者として特定したものである

が、機構の会計規程等に基づく契約手続の完了までは、機構との契約関係を生じるも

のではない。 

（8） 提案者が2.に示した企画競争参加資格要件を満たしていることを確認するために、信

用調査を実施する場合がある。その結果を踏まえて、特定後であっても契約を締結し

ないこともあり得る。 

（9） 付加価値税等の税務当局への支払い方法については、受注者において責任をもって対

処すること。 

 (10) その他の詳細は企画競争説明書による。 

以上 

 


